
 

 

甲府地区消防本部管内では、令和５年１０月２４日（火）現在で９４件の火災が発生し

ています。これは、令和４年中に発生した７６件を大幅に超えています。 

これからの季節は、とても空気が乾燥し火災が発生しやすく、強風になると大火になる

危険性を含んでいます。ここでは、火災原因としてこれからの季節多くなる「たばこ」「こ

んろ」「放火・放火の疑い」「暖房器具」の発生を防ぐポイントをお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

・寝たばこはしない、させない 

・投げ捨てをしない 

・吸い殻の処理を適切に 

 

 

 

・調理中はその場から離れない 

・こんろの周りは整理整頓し、 

燃えやすいものを置かない 

・着ている衣服への着火に注意する 

 

 

 

・放火されやすい環境を作らない 

・外部から侵入できないようにする 

・ゴミ出しは決まった日に行う 

 

 

 

・給油は火を消してから行う 

・ストーブの近くで洗濯物を干さない 

・スプレー缶等をそばに置かない 

 

①たばこ 

②こんろ 

③放火・放火の疑い 

寝たばこは絶対にせ

ず、吸い殻は灰皿等に

捨て、完全に消えたこ

とを確認しよう！ 

『大丈夫は禁物！』 

もし、調理中、その場を

離れるときは必ず火を

消しましょう。 

家の周りは整理整頓して、

燃えやすいものは置かな

いようにしよう。 

鍵をかけることも忘れず

に！ 

④暖房器具
就寝時や外出時は、確

実に消す習慣を身に

付けよう！ 


